
1 拾芥抄（重要文化財）
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拾
芥
抄
は
、
社
会
の
諸
事
象
、
諸
事
物
や
文
化
を
網

羅
し
た
百
科
事
典
の
よ
う
な
書
で
、
三
巻
九
九
部
か
ら

な
る
。
部
は
、
歳さ

い

時じ

、
音
楽
、
百
官

ひ
ゃ
っ
か
ん

、
年ね

ん

中じ
ゅ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

、

宮
城

き
ゅ
う
じ
ょ
う

、
本
朝

ほ
ん
ち
ょ
う

国
郡
、
諸
社
、
諸
寺
、
飲
食
な
ど
多
様
で
、

公く

家げ

・
官か

ん

人じ
ん

や
そ
の
子
弟
の
一
般
教
養
を
記
す
。
現
代

に
お
い
て
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
制
度
、
社
会
や
文

化
を
知
る
た
め
の
書
で
も
あ
る
。
鎌
倉
後
期
・
南
北
朝

期
の
公
卿

く
ぎ
ょ
う

で
故こ

実じ
つ

に
通
じ
て
い
た
洞と

う

院い
ん

公き
ん

賢か
た

（
一
二
九

一
〜
一
三
六
○
）
の
撰
述
と
伝
え
ら
れ
る
。
史
料
編
纂

所
本
は
、
諸
本
中
最
古
の
一
四
世
紀
頃
書
写
の
残
欠
本

で
、
諸
本
と
は
異
な
る
内
容
も
伝
え
る
。
平
安
時
代
の

様
子
を
伝
え
る
平
安
宮
の
八
省
指さ

し

図ず

と
宮
城
指
図
な
ど

を
収
め
る
。
掲
載
し
た
図
は
、
大だ

い

極ご
く

殿で
ん

と
朝
堂

ち
ょ
う
ど
う

か
ら
な

る
八
省
院
（
朝
堂
院
）。
北
が
右
に
描
か
れ
て
い
る
。
平

安
時
代
に
は
、
八
省
院
は
朝
廷
の
特
別
な
儀
式
の
場
と

な
り
日
常
の
政
務
に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
史
料
編

纂
所
本
の
影
印
本
に
は
古
典
保
存
会
複
製
書
（
一
九
三

七
）
が
あ
る
。
活
字
本
に
は
、
新
訂
増
補
故
実
叢
書
本

が
あ
る
。




